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2 la- 6 「埼玉県の紅花」の歴史と今 日

塩田公子　　（青葉学園短大）

被　　服

【目的】　紅花で染められた紅染の衣服は珍重され、その着用は上流社会の人のみに許さ

れ、庶民は着ることができなかった。紅花は、埼玉県において、どのように栽培、取引、

使用されていたのかを調査し、検討する。

【方法】　埼玉県立博物館、大宮市博物館、川越市博物館、埼玉県立民俗文化センター、

桶川市歴史民俗資料館などの所蔵品及び資料を調べ、県立図書館などで市誌等の紅花につ

いての記述を収集し、関連ある地域の調査を行う。

【結果】　江戸末期から、明治初年にかけて数百年近く上尾、桶川付近で紅花はつくられ

ていた。須田家には、紅花売買　紅花送り　紅花勘定　紅花取引書状等の紅花関係の文書

が約400 点ほど残されている。中山道の宿場町として栄えた桶川付近の紅花は、「桶川

嘸脂」といわれ、花びらが、漢方薬や、染料、口紅の原料として用いられた。

この地方では、秋に種を蒔き、翌年の５月上旬頃咲いた花を摘み取り乾燥する。他の産

地に比べて早い時期にできるので「早場」と呼ばれ、江戸に近く、また良質であったため、

高値で売れたという。紅花は農家、商家において、商品作物として、生活を支える重要な

産物であった。花が咲き始めると、紅花商人は忙しくなり、付近の仲買人や問屋、大宮、

浦和、岩槻の問屋、そして江戸や京都から人々が集まった。問屋は、多くの仲買人を使っ

て紅花の買付をし、紅花商人はこの紅餅を買い、紅屋に売った。紅屋の多くは京都にあり、

紅花送りには、船と陸送の両方が利用された。現在、紅花は桶川市川田谷を中心に大里郡

江南町や川本町で栽培されている。そして桶川市内で染色されている。

2 la- 7 黒羅紗地裾赤羅紗地山形模様陣羽織の調査と復元

河村まち子' ○石井美奈子”

Ｃ共立女大　”東北生活文化大）

目的　仙台市博物館所蔵の黒羅紗地裾赤羅紗地山形模様陣羽織（伝　伊達政宗着用）の

復元にあたり、この陣羽織の詳細な調査を行った。これにより、先出の調査報告において

不明確であった部分や異なるところについて明らかにし、また、実際に復元することによ
りこの陣羽織の製作に関する構成方法の状況などを考察することを目的とした。

方法　縫製方法や各部の・衿　・袖ぐり　・前紐などを重視して実物の調査をおこない

同時に、先出の調査報告との比較・検討をおこなった。次に、黒と赤の羅紗地を用いて、
実物通りに陣羽織の作成をした。

結果　この陣羽織は伊達政宗着用と伝えられた16世紀ごろのものと考えられる。当時舶

載された羅紗地や金モールを使用し、外見は同時期に南蛮屏風に描かれた人物達が着用し
ているマントに類似している。しかし、復元のためにその展開図を作成すると、・肩さが

り　・前さがりがなく、ほとんど平面的に裁断されていることがわかった。ただし、縫製
してみるとこれらが出現し、立体的な西洋の被服形態となった。以上のことから、この陣

羽織は、・形状　・裁断方法　・構成方法がその後の陣羽織の原型となっているのではな
いかと考えられる。
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